
栗石
盛土

小天守 大天守

DL= 45.00

DL= 50.00

DL= 55.00

DL= 60.00

軽石混じり火山灰質砂

栗石

栗石栗石

火山灰質シルト
（ローム）

火山灰質シルト
（ローム）

火山灰質シルト
（ローム）

軽石混じり火山灰質砂

風化凝灰角礫岩

風化凝灰角礫岩

盛土

DL= 65.00

DL= 25.00

DL= 30.00

DL= 35.00

DL= 40.00

DL= 5.00

DL= 10.00

DL= 15.00

DL= 20.00

DL= -15.00

DL= -10.00

DL= -5.00

DL= 0.00

DL= -30.00

DL= -25.00

DL= -20.00

盛土

栗石
栗石

小天守

軽石混じり火山灰質砂 軽石混じり火山灰質砂

火山灰質シルト
（ローム）

軽石混じり火山灰質砂

風化凝灰角礫岩

盛土

栗石

盛土

火山灰質シルト
（ローム）

火山灰質シルト
（ローム）

風化凝灰角礫岩

風化凝灰角礫岩

DL= 45.00

DL= 50.00

DL= 55.00

DL= 60.00

DL= 65.00

DL= 25.00

DL= 30.00

DL= 35.00

DL= 40.00

DL= 5.00

DL= 10.00

DL= 15.00

DL= 20.00

DL= -15.00

DL= -10.00

DL= -5.00

DL= 0.00
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１．地質調査について 

H29 Bor. No.1-1 

H29 Bor. No.2 

H29 Bor. No.3 

H29 Bor. No.4 

南北断面 

東西断面 

S33 Bor .No.6 

H29 Bor .No.1-1 H29 Bor .No.4 
S33 Bor .No.1 

S33 Bor .No.4 

小天守 大天守 

投影 
埋没石垣 

南北断面 
小天守 

H27 Bor .No.2 H29 Bor .No.2 

H29 Bor .No.4 H29 Bor .No.3 

投影 
投影 

投影 

ボーリング調査位置図 

東西断面 

今回行ったボーリング調査の結果と、平
成27年度および昭和33年のボーリング

調査の結果と合わせて天守付近の地質
模式図を作成した。 

資料4-1 



0 10m 

H515 

H516 

H514 

H513 

H512 

H511 

H510 

H509 
H508 

H507 
H506 

H505 

H618-1 

H616-1 

H616 

H615 

H618 

H617 

H501 

H620 

H500 

H502 

H503 

H524 

H522 

H619 

H〇〇〇：石垣管理番号 

（外側）

調

査

記

録

解

析

安定

調

査

　

記

録

内側築石解体

・グリ石除去

危険 解体除去 措置 安定

安定

解体範囲①

解体範囲
②以内

内側
解体
終了

解体範囲
②～③

①要積み直し

②内側勾配あり

③内側床平行
(＋①含む）

③（＋①）で設計 調

査

記

録

外側解体範囲を３通り想定

2.天守外側石垣解体範囲の決定過程について

○内側石垣を解体しながら決定する
○外側石垣の解体範囲は極力狭くする。

①まで解体 危険 解体除去 措置

③まで解体

②まで解体 危険

調

査

記

録

措置

※石垣解体フロー（前回検討） 

解体時の「安定」「危険」は、修復検討部会の石垣専門の委員
と協議し判断する。 

H504 
H523 

■解体ライン（案）設定の基本方針 
・解体ライン（案）は、以下①～③を総括し、設定した。 
 
 ①安全上必要な解体範囲 
 
 ②基準勾配と測量結果の差分から設定した解体範囲 
    
   ※基準勾配は、以下の手順で設定した 
     (1)“測量結果”を『石垣秘伝之書』・桑原論文による勾配”と対比 
     (2)最もフィットする断面位置を最も変状の小さい位置と判定 
     (3)『石垣秘伝之書』と桑原論文のどちらにも適合しない場合は、測量結果と目視観察から 
       最も変状の小さい位置を判定 
     (4)判定した断面位置の測量結果を基準勾配として設定 
     ※「石垣秘伝之書」は延宝8年（1680）の野口本を使用 

 
 ③目視観察の結果、設定した解体範囲 

＜解体範囲（案）検討位置図＞ 

1 

 熊本城天守閣復旧整備事業 ― 天守石垣解体範囲（案）について― 資料４－１－２ ① 



■管理履歴より地震前から摺り付けがあったと思われる箇所 

② 

① 

＜平面図（等高線）＞ 

H515 

H516 

H514 

H513 

H511 

H510 

H509 

H522 

H〇〇〇：石垣管理番号 

H504 H523 

H512 

小天守 

大天守 

等高線間隔が密になっており、 
急勾配となっている 

・東へ向かうにつれて、等高線
間隔が狭くなっていく 
・面と等高線が平行でなくなり、
ねじれている 

 熊本城天守閣復旧整備事業 ― 天守石垣解体範囲（案）について― 

2 

② 



外側 穴蔵側 

床版 

単位(mm) 

単位(m) 
解体範囲 

穴蔵側 外側 

床版 

単位(mm) 

単位(m) 

解体範囲 

・大天守の穴蔵石垣を解体する際、安全上最低限必要な範囲として、外側石垣を 
 天端から1.0m解体する。 

・小天守の穴蔵石垣を解体する際、安全上最低限必要な範囲として、外側石垣を 
 天端から2.7m解体する。 

H516 

H512 

＜検討断面①＞ 

＜検討断面②＞ 

■安全上最低限必要な解体範囲 

0 10m 

H515 

H516 

H514 

H513 

H511 

H510 

H509 
H508 

H507 

H506 

H505 

H618-1 

H616-1 

H616 

H615 

H618 

H617 

H501 

H620 

H500 

H502 

H503 

H524 

H522 

H619 

H〇〇〇：石垣管理番号 

H504 
H523 

H512 

小天守 

大天守 

② 

① 

＜平面図＞ 
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③ 



 熊本天守閣復旧整備事業 ― 天守石垣解体範囲について― 

■各面の解体範囲（案） 

桑原氏が実測したZ1・Z2断面は、測量結果と適合してい
るため、地震による変状はほとんどないと考えられる 
⇒ 大天守の南西部は解体不要とする 

H515 

H516 

大天守 

Z1 

Z2 

解体不要 

大天守南側平面図 

基準勾配 
測量結果と桑原氏論文の差分が最小となる
断面位置を選定 

DL= 45.0

DL= 50.0

DL= 55.0

DL= 57.0 W_NO.1C+8.0

桑原氏論文における実測値

　Z2（大天守西側）

DL= 45.0

DL= 50.0

DL= 55.0

DL= 57.0

桑原氏論文における実測値

　Z1（大天守南側）

DL= 45.0

DL= 50.0

DL= 55.0

DL= 57.0 W_NO.1C+8.0

桑原氏論文における実測値

　Z2（大天守西側）

大天守西側 H515 

平面図 

小天守 

大天守 

0 10m ：写真撮影方向 

H515 

写真-1 

H516 

H522 

H509 

H510 

H511 H512 

H513 

H618-1 

H616-1 H618 

H504 H523 

H514 

解体不要と判断 

写真-1 

基準勾配 
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4 

安全上必要な解体ライン 

安全上必要な解体ライン 

解体ライン 

解体ライン 

解体不要と判断 

解体ライン 

1000 

800 

600 

400 

200 

0 

-200 

-400 

-600 

-800 

-1000 

凡例 

④ 



基準勾配 
測量結果と桑原氏論文の差分が最小となる
断面位置を選定 

DL= 45.0

DL= 50.0

DL= 55.0

DL= 57.0

桑原氏論文における実測値

　Z1（大天守南側）

H515 

H516 

大天守 

・東へ向かうにつれて、等高線間隔が狭くなっていく 
・面と等高線が平行でなくなり、ねじれている 
⇒ これらは地震の前から確認されており、地震の変状ではない⇒解体不要とする 

大天守南側平面図（等高線） 

大天守南側 H516 

小天守 

大天守 

0 10m 

：写真撮影方向 

H515 

写真-2 

H516 

H522 

H509 

H510 

H511 H512 

H513 

H618-1 

H616-1 H618 

H504 H523 

H514 

平面図 

解体不要と判断 

写真-2 

基準勾配 
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5 

安全上必要な解体ライン 

安全上必要な解体ライン 

解体ライン 

解体ライン 

崩壊 

隣接部が崩壊しているため、解体が必要 

解体不要と判断 

隣接部が崩壊しているため、 
解体が必要 

解体ライン 

1000 

800 

600 

400 

200 

0 

-200 

-400 

-600 

-800 

-1000 

凡例 

隣接部が崩壊しているため、解体が必要 

⑤ 



基準勾配 
測量結果と目視観察から最も変状の小さい
断面位置を選定 

DL= 50.0

DL= 55.0

DL= 57.0

DL= 49.0

大天守東側 H522 

小天守 

大天守 

0 10m ：写真撮影方向 

H515 
写真-3 

H516 

H522 

H509 

H510 

H511 H512 

H513 

H618-1 

H616-1 H618 

H504 H523 

H514 

平面図 

写真-3 

基準勾配 

6 

安全上必要な解体ライン 

安全上必要な解体ライン 
解体ライン 

解体ライン 

焼損をひどく受けている 

崩壊 

隣接部が崩壊しているため、解体が必要 

隣接部が崩壊しているため、解体が必要 

隣接部が崩壊しているため、解体が必要 
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解体ライン 

1000 

800 

600 

400 

200 

0 

-200 

-400 

-600 

-800 

-1000 

凡例 

⑥ 



大天守北側 H523 

小天守 

大天守 

0 10m ：写真撮影方向 

H515 

写真-4 

H516 

H522 

H509 

H510 

H511 H512 

H513 

H618-1 

H616-1 H618 

H504 H523 

H514 

平面図 

写真-4 

基準勾配 

7 

安全上必要な解体ライン 

安全上必要な解体ライン 

解体ライン 

解体ライン 

H523 

基準勾配 
測量結果と目視観察から最も変状の小さい
断面位置を複数選定し、それらを組み合わ
せて基準勾配を作成 

DL= 50.0

DL= 55.0

DL= 57.0

E_NO.0D

E_NO.0D-1.0

E_NO.0D-2.0
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解体ライン 

1000 

800 

600 

400 

200 

0 

-200 

-400 

-600 

-800 

-1000 

凡例 

⑦ 



小天守東側 H509 

小天守 

大天守 

0 10m ：写真撮影方向 

H515 

写真-5 

H516 

H522 

H509 

H510 

H511 H512 

H513 

H618-1 

H616-1 H618 

H504 H523 

H514 

平面図 

目視観察の結果、解体不要と判断 

写真-5 

基準勾配 

8 

安全上必要な解体ライン 

安全上必要な解体ライン 

解体ライン 

解体ライン 

H509 

目視観察の結果、解体不要と判断 
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解体ライン 

1000 

800 

600 

400 

200 

0 

-200 

-400 

-600 

-800 

-1000 

凡例 

基準勾配 
測量結果と石垣秘伝之書の差分が最小と
なる断面位置を選定 
 

DL= 45.0

DL= 50.0

DL= 55.0

DL= 57.0

石垣秘伝之書

H=20.0m、打出5.0、ノリ7.0

⑧ 



基準勾配 
測量結果と目視観察から最も変状の小さい
断面位置を複数選定し、それらを組み合わ
せて基準勾配を作成 

DL= 45.0

DL= 50.0

DL= 55.0

DL= 57.0

W_NO.0J+2.0
W_NO.0J

W_NO.0J-1.0

W_NO.0J-3.0

小天守東側 H510 

H509・H511の解体ラインの関係上、解体が必要 

小天守 

大天守 

0 10m ：写真撮影方向 

H515 

H516 

H522 

H509 

H510 
H511 

H512 

H513 

H618-1 

H616-1 H618 

H504 H523 

H514 

平面図 

写真-6 

写真-6 9 

安全上必要な解体ライン 

解体ライン 

安全上必要な解体ライン 

解体ライン 

H509・H511の解体ラインの関係上、解体が必要 
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解体ライン 

1000 

800 

600 

400 

200 

0 

-200 

-400 

-600 

-800 

-1000 

凡例 

⑨ 



基準勾配 
測量結果と石垣秘伝之書の差分が最小と
なる断面位置を選定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※H511は変状が大きいため、 

H509と同じ基準勾配を使用 
 

DL= 45.0

DL= 50.0

DL= 55.0

DL= 57.0

石垣秘伝之書

H=20.0m、打出5.0、ノリ7.0

小天守東側 H511 

小天守 

大天守 

0 10m ：写真撮影方向 

H515 

写真-7 

H516 

H522 

H509 

H510 

H511 H512 

H513 

H618-1 

H616-1 H618 

H504 H523 

H514 

平面図 

10 

安全上必要な解体ライン 

安全上必要な解体ライン 

解体ライン 

解体ライン 
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写真-7 

H511 

解体ライン 

1000 

800 

600 

400 

200 

0 

-200 

-400 

-600 

-800 

-1000 

凡例 
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解体ライン 

写真-8 写真-9 

小天守北側 H512 

小天守 

大天守 

0 10m ：写真撮影方向 

H515 

H516 

H522 

H509 

H510 

H511 H512 

H513 

H618-1 

H616-1 H618 

H504 H523 

写真-8 写真-9 

平面図 

H514 

基準勾配 

11 

安全上必要な解体ライン 

安全上必要な解体ライン 

解体ライン 

解体ライン 

目視観察の結果、解体不要と判断 

解体ライン 

築石の緩みがあり、
解体が必要 

目視観察の結果、解体不要と判断 

目視観察の結果、築石の緩みがあるため、 
解体が必要と判断 

築石の緩みがあり、解体が必要 
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1000 

800 

600 

400 

200 

0 

-200 

-400 

-600 

-800 

-1000 

凡例 

基準勾配 
石垣秘伝之書とフィットしないため、測量結
果と目視観察から最も変状の小さい断面位
置を選定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

DL= 45.0

DL= 50.0

DL= 55.0

DL= 57.0

石垣秘伝之書

H=20.0m、打出5.0、ノリ7.0

⑪ 



基準勾配 
測量結果と石垣秘伝之書の差分が最小と
なる断面位置を選定 

DL= 45.0

DL= 50.0

DL= 55.0

DL= 57.0 W_NO.2A

石垣秘伝之書

H=20.0m、打出5.0、ノリ7.0

小天守西側 H513 

小天守 

大天守 

0 10m ：写真撮影方向 

H515 

写真-10 

H516 

H522 

H509 

H510 

H511 H512 

H513 

H618-1 

H616-1 H618 

H504 H523 

H514 

平面図 

写真-10 

基準勾配 

12 

安全上必要な解体ライン 

安全上必要な解体ライン 

解体ライン 

解体ライン 

目視観察の結果、築石の緩みがあるため、 
解体が必要と判断 

築石の緩みがあり、築石の緩み 
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解体ライン 
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-1000 

凡例 
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基準勾配 
測量結果と目視観察から最も変状の小さい
断面位置を複数選定し、それらを組み合わ
せて基準勾配を作成 

DL= 45.0

DL= 50.0

DL= 55.0

DL= 57.0

W_NO.0B

W_NO.0B-2.0

小天守南側 H514 

小天守 

大天守 

0 10m ：写真撮影方向 

H515 

写真-11 

H516 

H522 

H509 

H510 

H511 H512 

H513 

H618-1 

H616-1 H618 

H504 H523 

H514 

平面図 

写真-11 
13 

安全上必要な解体ライン 

安全上必要な解体ライン 

解体ライン 

解体ライン 

H514 
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解体ライン 
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-800 

-1000 

凡例 
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基準勾配（※暫定） 
測量結果と目視観察から最も変状の小さい
断面位置を選定 

DL= 55.0

DL= 57.0

DL= 54.0

大天守穴蔵西側 H616-1 

小天守 

大天守 

0 10m 

H515 

H516 

H522 

H509 

H510 

H511 H512 

H513 

H618-1 

H616-1 H618 

H504 H523 

H514 

平面図 

基準勾配（暫定） 

14 

解体ライン 

解体ライン 
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-1000 

凡例 
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基準勾配（※暫定） 
測量結果と目視観察から最も変状の小さい
断面位置を選定 

DL= 55.0

DL= 57.0

DL= 54.0

大天守穴蔵東側 H618 

小天守 

大天守 

0 10m 

H515 

H516 

H522 

H509 

H510 

H511 H512 

H513 

H618-1 

H616-1 H618 

H504 H523 

H514 

平面図 
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解体ライン 

解体ライン 
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基準勾配（※暫定） 
測量結果と目視観察から最も変状の小さい
断面位置を選定 

DL= 55.0

DL= 57.0

DL= 54.0

大天守穴蔵北側 H618-1 
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基準勾配（暫定） 
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大天守北側 H504 
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安全上必要な解体ライン 

安全上必要な解体ライン 

解体ライン 

解体ライン 

基準勾配 
測量結果と目視観察から最も変状の小さい
断面位置を選定 

DL= 50.0

DL= 55.0

DL= 57.0
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